
                                  

教授会議事要旨（案） 
 
日 時  令和５年１２月２０日（水） １３：００～１５：００ 
 
場 所  講堂とZoom のハイブリッド方式 
 

兵藤、安田、木村、道田、高薮、小島、永田、津田、佐藤（正）、河村、山崎、羽角、 
佐藤（克）、青山、横山、井上（広）、齊藤、阿部、今須、小畑、浜崎、牧野、小川、鈴木、

森田、原田、北川、藤井 
芦、藤尾、伊賀、平松、朴、小松、狩野、岡（英）、田中、岡（顕）、黒田、吉澤、新里、西

部、吉森、岩田、乙坂、神田、白井、峰岸、井上（潤）、早川、今田 
                                      以上５１名 

オブザーバー：川口、猿渡、渡邊、長澤 
事務部：門馬、伊藤、小松、近藤、中村 

 
 
【資料一覧】 
（資料１）教育研究評議会(１１月１４日) 

（資料２）研究科長・学部長・研究所長合同会議（１１月２１日、１２月５日） 

（資料３）財務担当理事との面談（１１月２８日） 

（資料４）拡大入試監理委員会（１２月５日）                                                   

（資料５）令和６年度 海洋科学特定共同研究員の受入について 

（資料６）令和６年度 内田海洋学術基金による海外派遣研究者の募集（前期）について 

（資料７）新青丸 KS-23-13次研究航海 

（資料８）よこすか YK23-16S次研究航海 

（資料９）外部資金の受入について 

（資料１０）全学共通経費による基盤的学術雑誌等整備（第５期）に向けた調査の結果について 

（資料１１）２０２３年度博士論文発表会について 

（資料１２）研究所実習生（２名）の受入について 

（資料１３）エストニア Research Council担当者訪問と研究協力について 

（資料１４）奄美群島高等学校コンソーシアムとの連携について 

（資料１５）研修等一覧 

（資料１６）モーリシャスの国の機関との研究協力協定締結について 

（資料１７）外国人研究員の受入 

（資料１８）研究所研究生の受入について 

 

 

議事に先立ち、所長から外国人招へい研究者として大海研に滞在している Jody Michael Webster 氏（シ

ドニー大学 教授）の紹介があり、本人から挨拶があった。 

 

１． １１月１５日（水）開催の教授会議事要旨（案）は承認された。 
 
２．報告事項 
（１）所長から資料１に基づき教育研究評議会(１１月１４日)について報告があった。 

 
（２）所長から資料２に基づき研究科長・学部長・研究所長合同会議（１１月２１日、１２月５日）に 

ついて報告があった。 
 



                                  

（３）所長から資料３に基づき財務担当理事（１１月２８日）との面談について報告があった。 
 
（４） 所長から資料４に基づき拡大入試監理委員会（１２月５日）について報告があった。 
 
（５）内田海洋学術基金運営委員会について 

・安田教授から資料５に基づき令和６年度 海洋科学特定共同研究員の受入について報告があっ 
た。 

 
・安田教授から資料６に基づき令和６年度 内田海洋学術基金による海外派遣研究者の募集（前期） 
について報告があった。 

 
（６）研究船航海報告 

   ・小川教授から資料７に基づき新青丸KS-23-13次研究航海について報告があった。 

 

   ・小川教授から資料８に基づきよこすかYK23-16S次研究航海について報告があった。 

 

（７）所長から資料９に基づき外部資金の受入について報告があった。 

  

（８）小畑教授から概算要求について報告があった。 

 
（９）井上教授から資料１０に基づき全学共通経費による基盤的学術雑誌等整備（第５期）に向けた調 

査の結果について報告があった。 
 
（１０）青山教授から大槌沿岸センター開設５０周年記念式典（１１月１７日） について報告があっ 

た。 
 
（１１）齊藤教授から台湾との国際連携活動について報告があった。 
 
（１２）濵﨑教授から広報戦略室報告があった。 
 
（１３）鈴木教授から資料１１に基づき２０２３年度博士論文発表会について報告があった。 
 
（１４）鈴木教授から資料１２に基づき研究所実習生の受入について報告がった。 
 
（１５）その他 

１）所長から補正予算による運航費線について 

 

 ２）所長から研究所長懇談会（１２月５日）について報告があった。 

   

３）今須教授から資料１３に基づきエストニア Research Council担当者訪問と研究協力について 

報告があった。 

 

  ４）所長から柏キャンパスアイソトープ施設に関して報告があった。 

 

  ５）横山教授から資料１４に基づき奄美群島高等学校コンソーシアムとの連携について報告があっ

た。 

 

 



                                  

  ６）黒田准教授から産学連携の共同研究（表層採泥装置 100㎝長尺マルチプルコアラ―の開発）に 

ついて報告があった 

 

  ７）所長から資料１５に基づき研修等一覧について報告があった。 

 

３．審議事項 

（１）道田教授から資料１６に基づきモーリシャスの国の機関との研究協力協定締結について説明があ

り、審議の結果、承認された。 

 

（２）道田教授から資料１７に基づき外国人研究員の受入について説明があり、審議の結果、承認され

た。 

 

（３）横山教授から資料１８に基づき研究所研究生の受入について説明があり、審議の結果、承認され

た。 

    

４．その他 
（１）齊藤教授から共同利用・共同研究拠点の中間評価について説明があった。 
 
（２）所長から教職員２０年勤務者感謝状贈呈について説明があった。 
 
（３）所長からコミュニケーションスペースについて説明があった。 

 

（４）牧野教授から教員意見交換会について説明があった。 
 
＜事前に登録のあった議題以外に以下の報告事項があった＞ 
（５）小川教授から「海と地球のシンポジウム 2023」について報告があった。 

 

（６）所長から研究科長・学部長・研究所長合同会議（１２月１９日）の議題について以下、報告があ 

った 

   ・次年度以降の SPRING GXについて 

    

・東京カレッジに招へいする海外研究者等の推薦について 

    

・年末年始における情報セキュリティに関する注意喚起 

   

 ・地球環境データコモンズ設立記念シンポジウム（１月１０日）について 

 

（７）濵﨑教授から１階ネームプレートの使用方法について説明があった。 


	（資料５）令和６年度 海洋科学特定共同研究員の受入について
	（資料１１）２０２３年度博士論文発表会について

